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廿

議

会

だ

よ

り

ー

 

議
 
会
 
事
 
務
 
局
 

昭
和
六
十
二
年
第
二
回
定
例
 

会
は
三
月
十
六
日
招
集
さ
れ
八
 

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
 

た。 
⑥
議
案
第
三
号
 
金
田
町
重
度
 

心
身
障
害
者
医
療
費
の
支
給
に
 

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
 

い
て
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
四
号
 
金
田
町
母
子
 

家
庭
等
医
療
費
の
支
給
に
関
す
 

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
五
号
 
金
田
町
乳
幼
 

児
医
療
費
の
支
給
に
関
す
る
条
 

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
六
号
 
金
田
町
災
害
 

弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条
 

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
条
七
号
 
金
田
町
保
育
 

所
入
所
措
置
条
例
の
制
定
に
つ
 

い
て
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
八
号
 
金
田
町
立
保
 

育
所
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
 

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
九
号
 
金
田
町
国
民
 

健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
 

す
る
条
例
に
つ
い
て
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
十
号
 
金
田
町
国
民
 

健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
 

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
十
一
号
 
議
会
の
議
 

決
に
附
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
 

の
取
得
又
は
、
処
分
に
関
す
る
 

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

に
つ
い
て
（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
十
二
号
 
金
田
町
職
 

員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
 

部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
十
三
号
 
金
田
町
特
 

別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
 

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
 

に
つ
い
て
（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
十
四
号
 
教
育
長
の
 

給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
 

務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
 

を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
 

（
原
案
可
決
〕
 

⑥
議
案
第
十
五
号
 
金
田
町
議
 

会
議
員
及
び
書
記
給
与
条
例
の
 

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
 

て
 

（
議
案
搬
回
）
 

⑥
議
案
第
十
六
号
 
金
田
町
特
 

別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
 

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
 

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
 

と
に
つ
い
て
（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
十
七
条
 
金
田
町
職
 

員
旅
費
支
給
条
例
の
一
部
を
改
 

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
十
八
号
 
金
田
町
議
 

会
委
員
会
条
例
の
制
定
に
つ
い
 

て
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
十
九
条
 
金
田
町
議
 

会
会
議
規
則
の
制
定
に
つ
い
て
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
二
十
号
 
昭
和
六
＋
 

一
年
度
金
田
町
財
政
再
建
計
画
 

の
変
更
に
つ
い
て
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
二
十
一
号
 
金
田
町
 

一
般
会
計
補
正
予
算
第
四
号
に
 

つ
い
て
 

（
原
案
可
決
）
 

＠
議
案
第
二
十
二
号
 
昭
和
六
 

十
一
年
度
金
田
町
同
和
地
区
住
 

宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
 

会
計
補
正
予
算
第
一
号
に
つ
い
 

て
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
二
十
三
号
昭
和
六
十
 

一
年
度
金
田
町
老
人
医
療
特
別
 

会
計
補
正
予
算
第
三
号
に
つ
い
 

て
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
二
十
四
号
昭
和
六
十
 

一
年
度
金
田
町
国
民
健
康
保
険
 

特
別
会
計
補
正
予
算
第
五
号
に
 

つ
い
て
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
二
十
五
号
昭
和
六
十
 

］
年
度
金
田
町
簡
易
水
道
特
別
 

会
計
補
正
予
算
第
四
号
に
つ
い
 

て
 

（
原
案
可
決
〕
 

回
議
案
第
二
＋
六
号
昭
和
六
十
 

一
年
度
金
田
町
水
道
事
業
会
計
 

補
正
予
算
第
一
号
に
つ
い
て
 

（
原
案
可
決
）
 

＠
議
案
第
二
十
七
号
昭
和
六
十
 

二
年
度
金
田
町
財
政
再
建
計
画
 

の
変
更
に
つ
い
て
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
二
十
八
号
昭
和
六
十
 

二
年
度
金
田
町
一
般
会
計
予
算
 

に
つ
い
て
予
算
総
額
四
、
四
七
 

二
一
四
八
千
円
（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
二
十
九
号
昭
和
六
十
 

二
年
度
金
田
町
同
和
地
区
住
宅
 

新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
 

計
予
算
に
つ
い
て
予
算
総
額
四
 

八
四
、
 

一
九
八
千
円
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
三
十
号
昭
和
六
十
一
一
 

年
度
金
田
町
老
人
医
療
特
別
会
 

計
予
算
に
つ
い
て
予
算
総
額
四
 

三
一
、
一
一
五
111
千
円
 

（
原
案
可
決
）
 

⑨
議
案
第
三
十
一
号
昭
和
六
十
 

二
年
度
金
田
町
国
民
健
康
保
険
 

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
予
算
 

総
額
三
七
八
、
四
O
六
千
円
 

（
原
案
可
決
）
 

＠
議
案
第
三
十
二
号
昭
和
六
十
 

二
年
度
金
田
町
簡
易
水
道
特
別
 

会
計
予
算
に
つ
い
て
予
算
総
額
 

四
六
六
、
 

一
一
四
千
円
 

（
原
案
可
決
）
 

⑨
議
案
三
＋
三
号
昭
和
六
十
一
一
 

年
度
金
田
町
水
道
事
業
会
計
予
 

算
に
つ
い
て
予
算
総
額
一
六
一
 

一
七
一
千
円
（
原
案
可
決
）
 

⑨
陳
情
書
の
審
査
 

0
社
会
保
険
診
療
報
酬
に
係
る
 

事
業
税
の
非
課
税
措
置
存
続
に
 

関
す
る
陳
情
書
（
採
択
）
 

⑨
意
見
書
の
審
査
 

0
社
会
保
険
診
療
報
酬
に
係
る
 

事
業
税
の
非
課
税
措
置
存
続
に
 

関
す
る
意
見
書
（
可
決
）
 

田
売
上
税
（
大
型
間
接
税
）
導
入
 

マ
ル
優
廃
止
に
反
対
す
る
意
 

見
書
（
可
決
）
 

年
 ~ 

金
 
だ
 
よ
 
h
一 

国
民
年
金
の
保
険
料
 

は
納
め
ま
し
た
か
 

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
 

ま
せ
ん
か
．
今
一
度
納
付
書
を
 

お
確
か
め
く
だ
さ
い
。
 

納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
す
と
、
 

年
金
を
受
け
る
条
件
を
満
た
す
 

住
民
課
国
民
年
金
係
 

こ
と
が
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
 

あ
な
た
の
お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
 

ん
な
ど
若
い
世
代
の
負
担
が
そ
 

れ
だ
け
大
き
く
な
っ
て
、
老
齢
 

基
礎
年
金
な
ど
の
給
付
が
円
滑
 

に
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
 

ま
す
。
 

保
険
料
を
前
納
す
る
 

と
割
引
き
さ
れ
ま
す
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
毎
 

月
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
 

す
が
、
昭
和
 62 

年
4
月
か
ら
昭
 

和
 63 

年
3
月
ま
で
の
一
年
分
を
 

保険料額 （年 額） 

(62.4-'63.3) 

一般加入者 付加加入者 

通常納付 88,800円 93.600円 

前納すると 86,660円 91.340円 

割 引 額 2,140円 乙260円 

納期内に納税しましょう 
納税カ レン ダ・ー 

税目 ＼期別 1 期 2 期 3 期 4 期 

固定資産税 

町 県 民 税 

軽自 動車税 

国民健康保険税 

4 月 

6 月 

5 月 

4 月 

7 月 

8 月 

7 月 

9 月 

10月 

10月 

11月 

12月 

12月 

× 
×
 
× 

× 

納税で明るい社会 よい郷土 

4
月
K

一
括
し
て
前
納
す
る
こ
 

と
も
で
き
ま
す
。
 

前
納
す
る
と
、
年
5
分
5
厘
 

の
高
利
率
で
計
算
し
て
割
引
か
 

れ
、
毎
月
納
め
る
手
数
も
は
ぶ
 

け
ま
す
。
 

こ
の
割
引
額
は
、
左
表
の
と
 

お
り
ニ
、
一
四
0
円
で
す
．
又
 

付
加
保
険
料
を
納
め
て
い
る
人
 

は
、
ニ
、
ニ
六
O
円
に
な
り
ま
 

す． 



(3） 昭和62年4 月25日 第22 2 号 舎 田 町 郵 昭和62年4 月25日 （2) 報
 

町
 

田
 

金
 

第2 2 2 号 報
 

町
 

田
 

金
 

ー
 
国

土

調

査

に

こ

協

力

を

 
園
ー
 

J
 

振
興
課
国
土
調
査
係
ー
」
 

（
前
号
よ
り
つ
づ
き
）
 

温
室
に
類
し
た
規
模
の
相
当
 

大
き
い
農
業
用
施
設
な
ど
が
設
 

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
 

す。 永
久
的
設
備
で
な
い
ビ
ニ
ー
 

ル
ハ
ウ
ス
が
設
け
ら
れ
て
い
て
 

も
、
そ
れ
が
農
地
で
あ
る
こ
と
 

に
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
規
 

模
が
相
当
に
大
き
く
永
久
的
な
 

設
備
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
施
 

設
が
設
け
ら
れ
て
い
る
場
合
に
 

は、 

「
そ
の
施
設
が
建
物
で
あ
 

る
か
ら
、
地
目
が
宅
地
に
変
わ
 

っ
た
」
と
し
て
地
目
変
更
の
申
 

出
が
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
 

が
、
そ
の
施
設
内
の
敷
地
を
直
 

接
耕
作
す
る
方
法
に
よ
り
、
作
 

物
の
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
る
と
 

き
は
、
当
該
土
地
は
農
地
で
あ
 

る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
用
 

水
の
利
用
の
有
無
に
よ
り
「
田
 

」
又
は
「
畑
」
に
区
別
を
し
て
 

そ
の
地
目
を
定
め
る
こ
と
と
な
 

り
ま
す
。
 

農
地
の
区
域
内
に
あ
る
農
具
 

小
屋
な
ど
の
施
設
に
つ
い
て
も
 

そ
の
施
設
が
、
永
久
的
設
備
と
 

認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ど
 

う
か
を
判
断
し
、
永
久
的
設
備
 

と
認
め
ら
れ
な
い
施
設
の
敷
地
 

は
農
地
に
含
め
て
取
り
扱
い
ま
 

す
が
、
永
久
的
設
備
と
認
め
ら
 

れ
る
場
合
は
そ
の
敷
地
の
部
分
 

と
そ
れ
以
外
の
部
分
を
区
分
し
 

て
、
そ
の
敷
地
の
部
分
を
「
宅
 

地
」
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

と
こ
ろ
で
、
登
記
簿
上
「
山
 

林
」
、
「
原
野
」
 

「
雑
種
地
」
な
 

ど
「
田
」
、
 

「畑」、 

「
牧
場
」
 

以
外
の
地
目
で
表
示
さ
れ
て
い
 

る
土
地
の
中
に
は
、
自
作
農
創
 

設
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
国
か
 

ら
売
渡
し
を
受
け
た
こ
と
が
登
 

記
簿
上
明
ら
か
な
土
地
が
あ
り
 

ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
土
地
に
は
、
政
府
 

が
同
法
三
O
条
の
規
定
に
よ
り
 

農
地
の
開
発
に
供
し
よ
う
と
す
 

る
土
地
を
買
収
し
、
農
業
に
精
 

進
す
る
見
込
み
の
あ
る
者
に
対
 

し
て
、
同
法
四
一
条
の
規
定
に
 

よ
り
売
り
渡
し
た
も
の
が
あ
り
 

こ
の
よ
う
な
売
り
渡
し
の
登
記
 

が
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
 

は
、
す
で
に
農
地
と
し
て
開
発
 

さ
れ
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
 

と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
農
地
 

と
し
て
開
発
さ
れ
た
事
実
の
有
 

無
に
も
注
意
し
て
地
目
を
判
定
 

し
ま
す
。
 

原
野
は
、
人
里
離
れ
た
山
裾
 

な
ど
の
比
較
的
平
坦
で
広
大
な
 

地
域
一
帯
の
地
力
が
極
め
て
悪
 

く
、
農
耕
地
や
林
地
な
ど
と
し
 

て
の
利
用
に
は
適
レ
て
い
な
い
 

た
め
、
人
の
手
が
加
え
ら
れ
ず
 

に
長
年
雑
草
や
濯
木
類
が
生
え
 

る
ま
ま
の
状
熊
に
放
置
さ
れ
て
 

き
た
土
地
と
し
て
と
ら
え
る
こ
 

と
が
で
き
ま
す
．
 

こ
こ
に
港
木
類
と
は
、
ウ
ツ
 

ギ
、
ツ
ッ
ジ
、
ア
オ
キ
な
ど
、
 

高
さ
は
ほ
ぼ
人
の
背
丈
程
で
、
 

幹
は
あ
ま
り
太
く
な
ら
ず
、
下
 

テ
イ
 

部
か
ら
枝
分
か
れ
し
て
い
る
低
 

ポ
ク
 

木
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
農
地
 

の
中
に
は
、
長
期
間
に
わ
た
り
 

耕
作
を
放
棄
し
、
雑
草
等
が
生
 

え
る
ま
ま
の
状
況
に
あ
る
い
わ
 

ゆ
る
「
休
耕
地
」
を
み
る
こ
と
 

も
ま
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
田
 

の
耕
作
を
長
期
に
わ
た
り
放
棄
 

し
て
い
ま
す
と
、
こ
の
よ
う
に
 

一
 

い
き
 

ぼ
く
 

わ
が
生
の
あ
と
い
く
許
か
す
 

な
ほ
な
る
心
湧
き
き
て
祈
る
 

ご
と
く
す
 

阿
部
 
重
宏
 

日
に
い
く
度
眼
鏡
を
探
す
こ
 

お
い
さ
き
 

と
多
く
わ
が
老
先
の
見
ゆ
る
 

心
地
す
 

室
 

L！ョ 

散
り
果
て
し
銀
杏
並
木
の
散
 

歩
道
冬
陽
を
あ
び
て
小
鳥
等
 

か
 

と
び
交
ふ
 

田
代
 
稔
 

老
い
母
の
底
の
は
づ
れ
し
古
 

草
履
乞
わ
る
る
ま
ま
に
繕
ひ
 

す
す
き
や
あ
し
な
ど
の
雑
草
が
 

密
生
し
、
畑
で
は
、
チ
ガ
ヤ
、
セ
 

イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
草
、
よ
も
ぎ
 

な
ど
を
中
心
と
し
た
雑
草
が
繁
 

茂
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
農
 

地
の
耕
作
を
放
棄
し
た
こ
と
に
 

よ
り
雑
草
な
ど
が
お
い
茂
っ
て
 

い
る
土
地
の
地
目
は
、
農
地
か
 

ら
「
原
野
」
に
地
目
変
更
が
あ
 

っ
た
も
の
と
認
定
す
る
こ
と
は
 

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
従
前
の
地
 

目
の
ま
ま
「
田
」
又
は
「
畑
」
 

と
し
て
取
り
扱
い
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
、
農
耕
地
域
に
 

あ
る
一
筆
の
土
地
に
お
い
て
、
 

そ
の
耕
作
が
放
棄
さ
れ
た
こ
と
 

に
よ
り
雑
草
な
ど
が
生
え
て
、
 

‘
り
‘
I
、H
‘
い
り
、
f

、
げ
●
よ
（
“
→
り
1
 

薄
競
蕪
薫
 外

観
上
は
原
野
に
近
い
様
相
を
 

呈
し
て
い
る
と
し
て
も
、
人
の
 

手
の
入
っ
て
い
な
い
原
野
と
は
 

本
的
質
に
異
な
る
も
の
で
す
。
 

具
体
的
に
は
、
現
況
の
土
地
 

の
利
用
が
本
来
的
な
も
の
か
、
 

あ
る
い
は
一
時
的
な
利
用
で
あ
 

る
か
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
 

経
緯
、
周
囲
の
状
況
、
関
係
人
 

の
証
言
等
を
総
合
し
て
判
断
す
 

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
 

国
土
調
査
の
実
施
過
程
に
て
 

御
質
問
、
御
希
望
等
が
あ
る
際
 

に
は
現
地
調
査
の
時
又
は
閲
覧
 

時
に
お
尋
ね
下
さ
い
。
 

×
 

×
 

×
 

×
 

公

民

館

短

歌

教

室

 

ン
 
g
 

友
清
 
隆
雄
 

て
を
り
 

高
木
美
代
子
 

道
の
べ
の
桔
草
の
中
に
咲
く
す
 

み
れ
そ
ば
を
通
れ
ば
は
つ
か
に
 

匂
ふ
 

菊
池
 

一
枝
 

舌
鼓
う
ち
て
乳
の
み
を
へ
し
子
 

は
母
を
見
上
げ
て
笑
み
か
へ
し
 

を
り
 

藤
林
 
俊
信
 

もり 

孫
の
守
一
つ
を
余
生
の
楽
し
み
 

う
な
づ
 

に
し
た
い
と
い
う
妻
に
額
き
て
 

を
り
 

小
野
と
め
子
 

「
寿
君
が
ん
ば
れ
よ
」
と
離
れ
 

住
む
友
の
賀
状
が
病
む
夫
に
来
 

ぬ
 

田
村
 
武
夫
 

訪
れ
る
人
と
て
な
け
れ
山
茶
花
 

あ
か
 

の
人
を
待
つ
が
に
紅
き
花
つ
け
 

h
ノ 

田
村
キ
ヌ
エ
 

花
好
き
の
わ
れ
に
旅
の
土
産
に
 

ぢ
ん
ち
よ
う
げ
 

と
夫
買
ひ
く
れ
し
沈
丁
花
の
花
 

植
木
 
武
文
 

引
揚
の
病
舎
に
む
つ
き
洗
ひ
や
 

り
し
吾
子
も
三
児
の
父
と
な
り
 

た
り
 

鳥
越
 
美
枝
 

わ
が
庭
に
紅
く
咲
き
つ
ぐ
山
茶
 

花
の
触
る
れ
ば
は
ら
り
崩
れ
散
 

心

配

ご

と

相

談

 

毎

月

第

4

水
曜
日
 

昭
和
 62 
年
度
主
催
研
修
事
業
 

「
青
年
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
リ
ー
ダ
ー
研
修
」
 

開
 
催
 
要
 
項
 

1
、
趣
旨
 

各
期
 

一
〇
〇
名
 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
 

※
在
学
青
年
の
参
加
に
つ
い
 

に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
や
 

て
は
、
学
校
と
保
護
者
の
 

技
能
を
身
に
つ
け
指
導
力
の
 

了
解
が
必
要
で
す
。
 

向
上
を
図
り
、
地
域
や
職
場
 
7
、
日
程
 

職
域
に
お
け
る
レ
ク
リ
ェ
ー
 

別
記
の
と
お
り
 

シ
ョ
ン
活
動
の
普
及
と
発
展
 
8
、
経
費
 

を
め
ざ
す
。
 

前
期
、
後
期
と
も
 

2
、
主
催
 

福
岡
県
立
英
彦
山
青
年
の
 

家
 

3
、
後
援
 

福
岡
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
 

ン
協
会
 

4
、
期
日
 

m
前
期
 
昭
和
 62 

年
5
月
ー
 

日
（
金
）
ー
 

5
月
3

日
 
（日） 

一
一
泊
三
日
 

の
後
期
 
昭
和
 62 

年
 10 

月
9
 

日
 
（
金
）
ー
 

10 

月
 11 

日
 
（日） 

一
一
泊
三
日
 

5
．
会
場
 

福
岡
県
立
英
彦
山
青
年
の
 

家
 f

暇ー 
07 

福
岡
県
田
川
郡
添
田
町
大
 

字
英
彦
山
三
ニ
ー
一
八
 

皿
〇
九
四
七
国
〇
一
〇
一
 

6
、
参
加
対
象
及
ひ
人
員
 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
 

を
志
す
も
の
 

前
期
・
後
期
 

そ
れ
ぞ
れ
四
、
〇
〇
〇
円
 

〔
食
事
7
食
分
 

三
、
三
〇
〇
円
 

記
念
写
真
代
 

五
五
〇
円
 

シ
ー
ツ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
 

一
一
〇
円
 

薪
代
 四

〇
円
（
前
期
）
 

ジ
ュ
ー
ス
代
 

四
〇
円
（
後
期
）
 

9
、
携
行
口
叩
 

筆
記
具
、
運
動
靴
、
ス
ポ
 

ー
ッ
着
、
洗
面
具
、
健
康
保
 

険
証
（
又
は
写
し
）
，
 

小
刀
 

等
 

※
前
期
は
2
泊
の
う
ち
ー
泊
 

は
キ
ャ
ン
プ
場
で
テ
ン
ト
 

生
活
を
行
い
ま
す
の
で
、
 

そ
の
準
備
も
し
て
お
い
て
 

下
さ
い
。
 

（
テ
ン
ト
、
キ
ャ
ン
プ
用
 

具
一
式
は
当
所
で
準
備
し
 

ま
す
）
 

10 
、
参
加
申
込
 

申
し
込
み
は
、
各
期
毎
に
 

左
記
の
様
式
で
、
青
年
の
家
 

所
長
あ
て
申
し
込
み
く
だ
さ
 

い。 申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
 

定
員
（
各
期
一
O
〇
名
）
に
 

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
 

青年レクリエーションリーダー研修申込書 

氏 名 年齢 性別 
〒 皿 
郵便物の届く住所 

生年月日 
当事業への 
参加回数 

所属団体 

※
各
期
と
も
参
加
承
認
の
連
絡
 

を
い
た
し
ま
す
。
 

鯉
の
ほ
り
は
 

電
線
に
ふ
れ
な
い
よ
う
に
 

注
意
し
ま
し
ょ
う
 

廿
九
州
電
力
廿
 

お
子
さ
ま
の
健
や
か
な
成
長
 

を
願
う
鯉
の
ぼ
り
は
、
大
空
に
 

雄
々
と
泳
が
せ
た
い
も
の
で
す
 

そ
の
た
め
次
の
よ
う
な
こ
と
 

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

●
鯉
の
ぼ
り
は
、
電
線
か
ら
十
 

分
に
離
れ
た
と
こ
ろ
に
立
て
 

て
く
だ
さ
い
。
 

●
鯉
の
ぼ
り
の
ポ
ー
ル
を
立
て
 

る
時
、
倒
す
時
は
、
電
線
に
 

ふ
れ
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
 

だ
さ
い
。
 

●
万
一
、
鯉
の
り
ぼ
が
電
線
・
 

電
柱
に
か
か
つ
た
場
合
は
、
 

危
険
で
す
か
ら
自
分
で
取
ら
 

ず
に
、
最
寄
り
の
当
社
営
業
 

所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
．
 

り
た
り
 

と
言
ふ
吾
子
想
ひ
を
り
雪
深
き
 

渡
辺
 
勝
由
 

朝
 

弥
生
と
も
な
り
て
な
ほ
降
る
牡
 

福
田
 

昌
 

丹
雪
積
り
積
り
て
竹
の
地
を
は
 

い
づ
く
よ
り
か
春
は
来
る
ら
し
 

千
手
佐
起
子
 

わ
れ
よ
約
醜
孫
を
待
ち
る
し
姑
 

な
る
か
孫
娘
に
み
と
ら
れ
て
逝
 

き
た
ま
ひ
た
り
 岡

野
富
司
生
 

薄
日
さ
し
梅
の
香
た
だ
よ
う
庭
 

に
停
ら
師
の
君
を
送
る
読
経
聴
 

き
る
る
 

山
口
 

倭
子
 

赤
鬼
も
青
鬼
も
好
き
春
が
来
る
 

つ
い
な
 

追
灘
の
次
は
立
春
な
れ
ば
 

荒
木
 

潔
 

古
稀
す
ぎ
て
な
ほ
果
し
た
き
夢
 

多
く
過
去
の
時
間
も
借
り
た
き
 

思
ひ
 

井
手
元
智
恵
子
 

雪
降
れ
ば
歩
き
て
会
社
に
行
く
 

霜
の
朝
椿
の
花
の
三
つ
咲
き
た
 

h
ノ 

三
村
 

和
子
 

歩
み
お
そ
く
な
り
た
る
母
に
歩
 

を
合
わ
せ
や
ぶ
椿
咲
く
墓
に
詣
 

ず
る
 

福
原
 
照
子
 

な
か
 

人
生
の
半
ば
を
過
ぎ
て
入
院
し
 

ね
が
 

美
し
き
希
ひ
も
遠
く
に
な
り
ぬ
 

並
川
 
君
子
 

い
つ
ま
で
も
か
か
り
こ
ぬ
電
話
 

待
ち
る
つ
つ
急
ぎ
の
仕
事
手
に
 

つ
か
ず
カ
る
 

中
村
 
繁
生
 

か
げ
ひ
な
た
な
く
黙
々
と
掃
除
 

終
へ
帰
り
ゆ
く
一
人
の
生
徒
見
 

て
を
り
 

金
田
町
役
場
集
会
室
 

5 月1日 （金） 5月2日 （土） 5 月3日 （日） 

6:30 

7:15 

8:00 - 

9:00 

10:30 ・一 

11:00 

12:00 

招:30 ー 

16:15 

17:00 

19:00 

20:30 

22:00 -一 

23:00 

受 付 

起 床・洗 面 起床・洗面・朝のっどい 

朝食準備・朝食 
朝のっどい・清掃 

朝 食 

講義 

「レクリエ一ションリーダーに 

期待するもの」 

実習 

「レクリエーション 

ソング」 
写 真 撮 影 

実習 

「世界のフオークダンスそのi」 開講式・オリエンテーション 

昼 食 昼 食 昼 食 

実習 

「仲間づくりのための 

ゲ ー ム ・ ダ ン ス」 

実習 

「世界のフオークダンスその2J 

演習 

「っどいの実際」 

自 由 交 歓 自 由 交 歓 閉講式 （15:00 ) 

タべのっ どい 

タ 食 

タべのっ どい 

タ 食 

講義 

「青年の余暇活動にっいて」 

講義・実習 

「キャンブフアイャーと 

スタンッ」 

※宿泊はキャンプ場でテント生 

活を行います． 

実習 

「簡単なロープワーク」 

入 浴・就寝準備 入 浴・就寝準備 

消 燈 消 燈 

〔
危
険
物
取
扱
者
試
 

験
と
準
備
講
習
会
〕
 

ま
す
。
 

試
験
 

と
き
 

6
月
 21 

日
 

危
険
物
取
扱
者
の
試
験
と
準
備
 
と
こ
ろ
 
近
畿
大
学
九
州
工
学
 

講
習
会
を
次
の
と
お
り
行
な
い
 

部
 

準
備
講
習
会
 

と
き
 

と
こ
ろ
 

受
付
 

5
月
 24 

日
 

田
川
青
少
年
文
化
ホ
 

ー

レ

 

ノ
 

4
月
 25 

日
か
ら
5
月
 12 

日
ま
で
 

※
く
わ
し
い
こ
と
は
、
田
川
地
 

区
消
防
本
部
消
防
課
危
険
物
係
 

に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。
 

（
電
話
④
〇
六
五
〇
番
）
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田
 

金
 

第
 14
 

回
町
民
体
育
祭
 

開
催
に
つ
い
て
プ
・
 

金
田
町
町
民
体
育
祭
も
各
地
 

区
の
公
民
館
長
さ
ん
、
体
育
部
 

長
さ
ん
を
初
め
と
し
、
各
種
団
 

体
の
方
々
な
ど
の
御
協
力
を
得
 

ま
し
て
毎
年
盛
大
に
行
わ
れ
て
 

来
ま
し
た
。
本
年
も
5
月
 17 

日
 

（
日
曜
日
）
金
田
中
学
校
グ
ラ
ン
 

ド
に
て
第
 14 

回
目
の
体
育
祭
を
 

開
催
致
し
ま
す
の
で
振
つ
て
参
 

加
さ
れ
る
よ
う
御
案
内
を
申
し
 

上
げ
ま
す
。
本
年
も
昨
年
と
ほ
 

ぼ
同
じ
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
 

行
う
よ
う
に
致
し
て
お
り
ま
す
 

地
区
公
民
館
を
対
象
に
し
た
 

競
技
は
8
種
目
予
定
し
て
お
り
 

子
供
会
が
7
種
目
、
婦
人
会
3
 

老
人
会
ー
、
幼
児
ー
、
 
一
般
ー
 

の
合
計
 21 

種
目
で
健
脚
を
競
い
 

あ
り
、
お
互
の
親
睦
と
和
を
も
 

つ
て
地
域
の
活
性
化
を
計
ろ
う
 

と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
、
そ
 

の
様
な
意
味
を
充
分
御
理
解
頂
 

き
ま
し
て
多
数
参
加
さ
れ
る
様
 

お
願
い
致
し
ま
す
。
 

金
田
町
教
育
委
員
会
 

社
会
教
育
課
 

・
、
、
・
・
ミ
ミ
さ
ミ
ミ
、
ミ
 ミ
、
，
・
、
、
．
・
、
、
‘
．
、
、
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
v
ミミ、、・・、、．・、、．、、ミミ 

ェ

イ

ズ

の

 

こ
わ
さ
を
知
っ
て
い
ま
す
か
ノ
 

今
新
聞
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
毎
 

日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
、
ガ
ン
 

高
血
圧
よ
り
も
、
こ
わ
い
エ
イ
 

ズ
 

。 

感
染
し
、
発
病
す
れ
ば
期
パ
 

ー
セ
ン
ト
死
亡
す
る
と
も
言
わ
 

れ
て
お
り
ま
す
。
 

現
在
の
と
こ
ろ
予
防
薬
は
あ
 

り
ま
せ
ん
。
世
界
各
国
で
予
防
 

薬
の
開
発
に
取
組
ん
で
は
お
り
 

ま
す
が
、
4
、
5
年
は
か
か
る
 

だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
 

か
か
っ
て
か
ら
で
は
取
返
し
 

が
つ
き
ま
せ
ん
、
正
し
い
知
識
 

を
も
っ
て
ェ
イ
ズ
か
ら
自
分
を
 

守
り
ま
し
ょ
う
。
 

※
ェ
イ
ズ
の
医
学
 

1
、
エ
イ
ズ
と
は
、
外
敵
（
病
 

原
体
）
か
ら
身
を
守
る
た
 

め
に
必
要
な
体
の
抵
抗
力
 

が
壊
さ
れ
て
し
ま
う
病
気
 

で
す
。
 

2
、
原
因
 

ェ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
 

感
染
症
で
あ
り
、
血
液
、
 

精
液
、
汚
染
さ
れ
た
注
射
 

等
に
よ
り
感
染
し
ま
す
。
 

3
、
病
状
 

体
の
免
疫
カ
（
抵
抗
力
）
 

が
極
端
に
低
下
し
て
次
の
 

よ
う
な
症
状
が
出
ま
す
。
 

m
初
期
i
発
熱
、
寝
汗
、
リ
ン
 

パ
節
の
腫
れ
、
食
欲
不
振
 

下
痢
、
体
重
減
少
な
ど
。
 

②
後
期
…
重
症
の
肺
炎
や
食
道
 

炎
で
呼
吸
困
難
と
な
り
、
 

くクラブ教室の会員募集＞ 金田町中央公民館 
4
、 

本町で、現在行われておる各 体カとたくましい精神力を養う を含め、下記の通り募集を致し 

種クラブ・教室では会員を募集 ため、又、高齢者のための教室 ておりますので振るって参加さ 

致しております。青少年の強い など楽しい集いと心のふれあい れるよう御案内致します。 

種 目 

短 歌 

練 習 日 時 会 場 対 象 会 費 世話人 備 考 

毎月2・4金曜日 

午後7:30-10:00 

三 区 
公民館 

成 人 
円
 

0
 

U
 

0
 

,
 

'

!

 

日。 晶
稔
 

田
代
 

福
田
 

講師 友清隆雄 

総合会館 俳 句 毎週1回

毎週月・水曜日 

午後6:00- 7:30 

毎週金曜日 

午後7:00-10:00 

総合会館 

小学校 

成 人 検 討 中 

空 手 幼児～ 
大 人 

月 

2.000円 

木戸勝正 

西 清隆 テ ニ ス 民
館
 

町
会
 

成 人 入会金2,000 

年間10,000円 

月 

700円 

卓 球 毎週木曜日 

午後7:30- 9:30 

午後6:00- 7:30 

民
館
 

町
会
 

生
上
 

畔
以
 

万田信之 

剣 道 

ストレッチ体操 
社交ダンス 

エアロビックスダンス 

神 崎 
児童館 

生
上
 

学
 

小
以
 

月 
2,000円 

月 

1 .000円 

池永和美 

健康と体力 
づくり教室 

毎週木曜日 

午前10:00-12:00 

毎週火曜日 

 午後7:00- 8:30 

毎週木曜日 

午後7:00- 8:30 

A
口
館
 

総

会

 

成 人 

男 女 

総合会館 

ク 

健康 ョガ 
大極挙 

教 室 

ストレッチ体操 
エアロビックスダンス 
健康体操 

田
校
 

学
 

金
小
 

人
 
女
 

成
 
男
 

月 

1,000円 

総合会館 

総合会館 ストレッチ体操 
エアロビックスダンス 
ョガ、大極挙 

金 田 
小学校 

人
 
女
 

成
 
男
 

月 

1 .000円 
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プ
ー
二
，
一
！
「
二
一
ニ
ご
ニ
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，
」
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．
「
「
，
」
」
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」
ニ
》
 

食
物
が
の
ど
を
通
ら
な
く
 

な
り
ま
す
。
 

精
神
症
状
も
伴
い
ま
す
。
 

悪
性
腫
易
（
特
に
カ
ポ
ジ
 

肉
腫
）
は
、
日
本
で
は
ま
 

だ
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
 

治
療
法
 

今
の
と
こ
ろ
決
定
的
な
治
 

療
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

5
、
予
後
 

発
病
す
る
と
死
亡
率
は
き
 

わ
め
て
高
い
。
 

※
ェ
イ
ズ
の
予
防
法
 

ー
、
次
の
者
と
の
性
的
接
触
を
 

避
け
ま
し
ょ
う
。
 

ェ
イ
ズ
患
者
ま
た
は
ェ
イ
 

ズ
抗
体
陽
性
者
、
男
性
同
性
 

愛
者
や
静
脈
注
射
等
に
よ
る
 

尚、詳しいことは、総合会館社会教育課（22 -2200）か各教室の世話人に連絡下さい。 

麻
薬
・
覚
せ
い
剤
濫
用
者
、
 

ェ
イ
ズ
多
発
国
の
住
民
（
男
 

女
と
も
）
売
春
常
習
者
、
ェ
 

イ
ズ
相
談
に
つ
い
て
は
 

田
川
保
健
所
 

毎
週
火
曜
日
 

九
時
ー
十
時
ま
で
行
な
 

っ
て
お
り
ま
す
。
 

T
E
L
 

四
四
ー
〇
六
六
六
 

田川署 

捜
査
活
動
に
ご
協
力
を
 

5
月
は
、
全
国
い
っ
せ
い
の
 

「
捜
査
活
動
に
対
す
る
国
民
の
 

理
解
と
協
力
の
確
保
月
間
」
で
 

す。 田
川
署
で
も
、
こ
れ
に
呼
応
 

し
て
み
な
さ
ん
の
協
力
を
呼
び
 

か
け
て
い
ま
す
。
 

み
な
さ
ん
か
ら
よ
せ
ら
れ
た
 

情
報
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
事
件
 

解
決
に
大
き
く
役
立
っ
て
い
ま
 

す。 ど
ん
な
さ
さ
い
な
情
報
で
も
 

結
構
で
す
。
み
な
さ
ん
が
見
た
 

り
聞
い
た
り
し
た
こ
と
に
つ
い
 

て
の
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

▽
事
件
の
発
生
を
知
っ
た
と
き
 

は
、
す
ぐ
一
一
〇
番
を
 

数
分
で
パ
ト
カ
ー
が
到
着
 

し
、
み
な
さ
ん
の
身
を
守
 

り
ま
す
。
 

一
一
〇
番
が
早
い
ほ
ど
 

犯
人
の
検
挙
率
も
高
く
な
 

り
ま
す
。
 

▽
被
害
に
あ
っ
た
ら
必
ず
届
け
 

出
を
小
さ
な
犯
罪
で
も
、
 

屈
け
出
を
し
な
い
と
犯
人
 

を
助
長
さ
せ
、
更
に
次
の
 

犯
罪
を
誘
発
す
る
こ
と
に
 

な
り
ま
す
。
 

△
「
聞
き
込
み
」
に
ご
協
力
を
 

警
察
で
は
、
ご
協
力
を
い
 

た
だ
い
た
か
た
に
は
、
絶
 

対
に
ご
迷
惑
を
か
け
な
い
 

よ
う
十
分
配
慮
し
て
い
ま
 

す。 

あ

り

が

と

う

 

ご

ざ

い

ま

し

た

 

社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

大
島
 
虎
雄
 

岩
橋
 
和
毅
 

若
林
 
平
助
 

大
井
サ
ッ
子
 

大
堀
マ
サ
ェ
 

中
川
 
広
海
 

月
見
マ
ツ
エ
 

中
村
ハ
ル
ノ
 

平
島
 
国
夫
 

茂
田
 
次
代
 

殿
 

殿
 

殿
 

殿殿殿殿殿殿殿 

中
川
 

マ
ス
 

殿
 

木
村
 
俊
行
 
殿
 

古
賀
ハ
ッ
子
 
殿
 

松
田
宗
一
郎
 
殿
 

以
上
の
方
々
よ
り
香
典
返
し
 

と
し
て
、
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
 

し
た
。
 

社
会
福
祉
の
た
め
有
意
義
に
 

使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

あ
り
が
と
う
ご
ぎ
い
ま
し
た
。
 

金
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

会
長
 
藤
川
 
義
臣
 


